
亘理名取共立衛生処理組合特定事業主行動計画の実施状況報告書 

（公表：令和８年６月１日） 

 

 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律第１９条第６項及び第２１条並び

に次世代育成支援対策推進法第１９条第６項の規定に基づき、令和７年度の実施状況に

ついて、次のとおり公表します。 

 

１ 目的 

  職員の仕事と子育ての両立や、当該課題に対応した地域貢献活動等のあり方等の次

世代育成支援対策と女性職員の個性と能力を十分発揮できる環境の整備を目指す。 

 

２ 次世代育成支援対策の推進について 

（１）主な取組内容 

 ・所属長への啓発等を通じ、計画的な年次休暇等の取得や時間外勤務の縮減に取り組

み、ワークライフバランスへの配慮を行った。 

（２）達成状況 

 ・男性職員の育児休業取得率・・・０％ 

 （期間中の育児休業取得対象者がいなかったため０％となっている。） 

 

３ 女性職員の活躍の推進について 

（１）主な取組内容 

 ・２級以下の若年層における女性職員の割合が高いので、その能力が高められるよう

な適材適所の人事配置を行い、将来、管理的地位にある役職を担えるよう、能力開

発及び人材育成を図った。 

（２）達成状況 

・各役職段階にある職員に占める女性職員の割合 

【基準日：令和７年４月１日現在】 

 ７級 ６級 ５級～４級 ３級 ２級～１級 計 

男性 

職員 

人数（人） 2 1 4 3 2 12 

割合（％） 13.3 6.7 26.7 20.0 13.3 80.0 

女性 

職員 

人数（人） 0 0 0 1 2 3 

割合（％） 0 0 0 6.7 13.3 20.0 

計（人） 2 1 4 4 4 15 

※全体で100％になるよう小数点以下を調整している。 

●現状：職員全体の年齢構成によるものが大きいと考えられるが、４級職以上の職域にお

いて女性職員がおらず、１級～３級職の若年層では女性職員の割合が高い。 

 

 

 



・管理職職員に占める女性職員の割合 

【基準日：令和７年４月１日現在】 

●現状：管理職（ここでは、管理職手当対象者と定義する。）の割合は、対象者５人中、男

性５人（100％）、女性０人（０％）である。 

    【補足】女性職員については、平均年齢や勤続年数が男性職員と比較して低いこと

もあり、管理職に占める女性職員の割合は０％となっている。 

 

・職員一人一月当りの時間外勤務時間数 

 ●現状：令和７年度の職員一人一月当たりの平均時間外勤務時間数は約４．４時間である。 

 

・採用した職員に占める女性職員の割合 

●現状：令和７年４月１日採用の新規採用職員（１名）のうち、女性０人（０％）である。。 

 

・男女別の育児休業取得率及び平均取得期間 

【令和７年度中の取得職員を対象として算出】 

●現状：男性職員の取得率０％、女性職員の取得率 100％ 

男性職員については、育児休業取得の対象者育児休業取得の対象者がいなかった 

ため０％となっている。女性職員については、育児休業取得対象女性職員（１名） 

に対して制度説明を行い、現在育児休業取得中となっている。 

なお、育児休業取得予定期間は１年超えである。 

【補足】育児休業取得対象女性職員については、出産に伴う産前休暇及び産後休暇 

を併せて取得している。 

 

・男性職員の配偶者出産時の休暇及び育児参加のための休暇取得率及び平均取得日数 

【令和７年度中に出生児のあった職員を対象として算出】 

●現状：令和７年度中に出生児のあった職員がいないため、育児参加のための休暇取得率

及び平均取得日数のどちらについても対象者なしとなっている。 


